平成23年度用　新版 日文「図画工作」

教科書検討の観点からみた特色
１．内容の適切度
	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	学習指導要領との関連が図られているか
（教育基本法第二条　一， 二とも関連）
	「生きる力」を，感性や創造力などとともに具体化していくことを基本にして「自ら学ぶ」意欲を育てる学習活動を課題にした教科書づくりをしています。
	全般に

	
	図画工作科の目標である「感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わう」に即し，子どもたちの表現や鑑賞における「喜び」が「確かな学び」へとつながることを願い，3つの基本方針のもとに編集しています。
・子どもの発達に応じ，創造することの楽しさを感じながら，考え，判断し，表現することを通して，造形の基礎的な資質や能力を伸ばす。
・さまざまな材料，作品の形や色などによるコミュニケーションを通して，生活や社会と豊かにかかわる態度を育む。
・作品などのよさや美しさを主体的に味わう活動を通じて，我が国や外国の文化や美術を大切にし，生活に生かす。
	全般に

	教育基本法との関連が図られているか
	教育基本法第二条に示された教育の目標を達成し，教育基本法の考えが教科書全体に行き渡るように，題材の設定や作品，写真の選択，文章表現などについて十分に配慮しました。
	全般に

	編集意図は新鮮であるか
	題材は，子どもの発達の段階に応じて系統性をもたせ，幼稚園・保育所や中学校への関連を考慮して選択，配列をしています。
	全般に

	
	題材ごとの学習活動や，それに応じた指導の流れ（プロセス）がつかめることを重視し，情景写真やテキストなどの情報量を増やしています。そのため，判型をA4変型判（縦277×横211mm）にして従来より大判にしています。
	全般に

	
	発想や構想したことを表現するために必要な材料や技能を，わかりやすく提示すると同時に，安全かつ適切な用具の扱い方についても留意しています。
	全般に

	
	〔共通事項〕を考慮して，形や色をとらえ豊かなイメージがもてるように，発想の源となる図版資料を充実させています。
	全般に

	
	人類の課題である国際理解，情報，環境，福祉，健康，平和・人権，地域・伝統文化などをテーマにした題材や作品を積極的に取り上げています。
	1・2下p31
3・4上p14・15，p38・39，裏表紙，

3・4下p20・21，
5・6上p2・3，p4・5，p18・19，p26・27
5・6下p18・19，p26・27，

p28・29，p33，p38・39，p43


	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	学習指導要領「道徳」や「総合的な学習の時間」に示された内容との関連がなされているか
	道徳に示された内容のうち，安全への配慮，自分の特徴を伸ばす，友だちと理解し合う，父母や祖父母，先生や学校の人々を敬愛する，美しいものに感動する心を持つ，郷土の伝統文化を大切にし，愛する，我が国の伝統文化を大切にする，などと強く関連を図っています。
	全般に

	環境問題への配慮がなされているか
（教育基本法第二条　四とも関連）
	身の回りの材料や自然に親しむ造形活動を通して，自然のよさを体感できる活動を重視しています。
	1・2上p30・31，1・2下p20・21

3・4上p22・23，p26・27

5・6上p6・7，p20，p22・23，
5・6下p6・7

	
	自然材や再利用できる材料を使用する題材を設定し，環境問題への関心を高める工夫をしています。
	1・2上p18・19，p30・31，
p34・35，
1・2下p6・7，p8・9，p13，
3・4上p8・9，p16・17，p20・21，p26・27
3・4下p14，

5・6下p6・7，p29

	
	作品と展示される場所との関わりを考える題材や，環境を改善していくことを考える題材を設定し，より環境に目が向くように配慮しています。
	3・4下裏表紙

5・6上p6・7，p22・23，p26・27
5・6下p6・7，p33

	人権尊重の視点への配慮がなされているか
（教育基本法第二条　一， 二， 三とも関連）
	家族やお年寄り，体の不自由な人たちなどに対しても，日頃からやさしい気持ちで向き合ったり，思いやりをもてるように，題材の中で心豊かで，慈愛のある人間性が育まれるように配慮しています。
	1・2上p24
3・4上p8・9

3・4下p24・25
5・6下p38・39

	
	学校社会，地域社会など，身のまわりの環境を見つめ，人との触れ合いや共生を通して，造形表現を深めていくことに配慮しています。
	全学年裏表紙

3・4下p20・21

5・6上p26・27
5・6下p26・27

	
	子どもたちが図画工作の学習を通して，友だちや地域の人々と交流し，自分たちの表現に自信をもつ姿を多様な事例で紹介し，コミュニケーションする能力を高めるように工夫しています。
	5・6上下p26・27

	
	ユニバーサル・デザイン等の鑑賞を通じて，福祉への関心を高める教材を設定しています。
	5・6下p38・39


	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	国際理解への配慮がなされているか
（教育基本法第二条　五とも関連）
	諸外国の児童画や画家の作品，建物などを取り上げ，それぞれの国による表現方法の違いを理解したり，風土の違いを学んだりして，国際理解の大切さや平和の発展に寄与する態度を身につけるように創意工夫しています。
	1・2上p32
1・2下p14・15

3・4上p24・25
3・4下p20・21

5・6上裏表紙，p10・11，p31，
p36・37，p38・39
5・6下p2，p4，p6・7，p10・11，p14，p38・39

	
	諸外国の文化と我が国の伝統文化を見比べる題材を設定し，その特色に気づき，よさをさらに発展させていく題材を設定しています。
	5・6上p36・37

	文化の伝承や文化遺産の尊重に配慮がなされているか
（教育基本法第二条　五とも関連）
	日本の伝統的な文化遺産，郷土の民芸品なども取り上げて，そのすばらしさを味わうとともに，伝統技法による実際の製作によってそのよさを深く理解できるように工夫しています。
	3・4上p14・15，p38・39

5・6上p2・3
5・6下p20・21，p36・37

	
	各地の行事や祭り，造形的な建造物や生活風景などを取り上げ，「造形と社会や環境」との深い関わりを理解し，造形活動に活用できる構成にしています。
	3・4上裏表紙

5・6下p2・3

	用具を安全に取り扱えるように配慮されているか
	「使ってみよう材料と用具」では，学習指導要領で示された材料や用具を中心に，授業と関連させて，使われている材料や用具の扱いをわかりやすくイラストや写真で示し，安全・適切な使い方ができるよう十分配慮しています。
	各学年p40～43


	
	危険を伴う用具を取り扱う題材では，「きをつけよう」マークを設定し，安全に配慮することを視覚的にわかりやすく提示しています。
	全般に

	
	自らの力で獲得してほしい創造的な技能を育てるために，製作風景や用具を扱っている場面を多く取り入れ，自ら工夫したり，危険のないように扱ったりすることで多様な表現活動ができるように工夫しています。
	1・2上p8・9
1・2下p16・17，p22

3・4上p20・21，p28，p29，p33，p34・35
3・4下p14，p16，p22・23，
p24・25，p32・33

5・6上p17
5・6下p12・13，p15，p16・17

	幼稚園・保育所，中学校との連携は図られているか
	幼稚園や保育所などでの表現に関する内容を参考に，1年生が入学後に取り組む題材を，子どもが興味を抱きやすいものを配列することで，より効果的な学習が展開できるような工夫をしています。
	1・2上p6・7

	
	高学年題材と中学校美術科，工作と中学校技術科との関連を配慮しています。
	5・6上p14
5・6下p15

	言語活動の充実には配慮されているか
	表現や鑑賞において，言葉によるコミュニケーションに限らず，形や色を通した造形言語も含めた言語活動を促す工夫をし，コミュニケーション能力を高めることができるように配慮しています。
	全般に


２．評価の観点

	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	造形への関心・意欲を高めるための配慮がなされているか
	それぞれの題材内容で，自分の願いや思いを表し，進んで表現や鑑賞の創造活動を楽しみ，つくりだす喜びが味わえるように，文章，児童作品，情景，図解などをわかりやすく構成しています。
	全般に

	発想や構想の能力を高めるための配慮がなされているか
	それぞれの題材内容で，感じたことや考えたことなどをもとに，想像力を働かせながら，自分らしい発想をし，よさや美しさなどを考え，豊かな表現を構想できるように誌面を構成しています。
	全般に

	創造的な技能を高めるための配慮がなされているか
	表したい思いや意図に応じて創造的な技能を働かせたり，造形感覚を生かしたりしながら表し方を工夫できる題材を用意し，「使ってみよう材料と用具」を設定しています。
	全般に

	鑑賞の能力を高めるための配慮がなされているか
	造形作品などに関心や親しみをもち，そのよさや美しさなどを感じ取ったり，味わったりする題材を用意し，鑑賞の能力が高められる工夫をしています。また，表現活動においても，子どもが互いの作品を見て話し合う相互鑑賞を重視し，写真や文章で，積極的に取り入れています。
	全般に


3． 学習効果への配慮

	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	子どもが親近感をもてる配慮がなされているか
	「造形遊びをする」では，一つのテーマをもとに，子どもそれぞれが思考し異なる活動へ広がるプロセスがわかりやすく掲載しています。
	「造形遊びをする」題材全般に

	
	「絵や立体に表す」では，絵を立体的に表現した作品例を掲載し、子どもの表現の幅が広がるように工夫しています。
	1・2下p14・15，p22，p26，p30

3・4下p15

	
	「工作に表す」では，子どもがつくった作品を使用している写真を掲載することで，興味をもって学習に取り組めるように配慮しています。
	3・4上p8・9
3・4下p14，p32・33，
5・6上p12・13，p18・19，
5・6下p12・13，p16・17，

p28・29

	子どもの主体的な取り組みが配慮されているか
	オリエンテーションのページでは，学年のテーマを掲げ，低・中学年では子どもが活動している情景写真を中心に構成して，「やってみたい」という意欲を喚起させます。高学年では伝統的な美術工芸や文化遺産などを紹介し美術文化に対する関心を高めさせます。
	各学年p2・3

	
	子どもが興味をもって形や色，イメージを学ぶきっかけとなるように，「形や色を楽しもう」を2ページ設定しています。
	各学年p4・5

	
	「使ってみよう材料と用具」を4ページ設定し，材料や用具の扱いを楽しく的確に学べるように配慮しています。
	各学年p40～43

	
	発想や構想，創造的な技能や鑑賞の視点などについては，作品や情景写真のキャプションとして示すほかにも，キャラクターの吹き出しの言葉から主体的に読み取れるようにしています。
	全般に


	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	学習指導への配慮がなされているか
	それぞれの題材ごとに，造形表現に必要な内容を厳選して示しています。初めて経験する材料や用具，接着剤や技法などの取り扱いについては，「使ってみよう材料と用具」のページを設けて，いつでも学習に合わせて参照して見られる工夫などもしています。
	1・2上p8・9，p12，p16，p20・21，p25
1・2下p12，p16・17，p18・19，
p20・21，p22，p27

3・4上p6・7，p12，p13，p20・21

3・4下p9，p14，p22・23，p32・33

5・6上p8・9，p32・33
5・6下p9，p16・17

	
	事前指導や準備に役立つように，各題材に必要な主な用具をマークで示し，また造形活動で必要な内容を明解な文章や写真，図版などで示しています。
	全般に

	地域性への配慮がなされているか
	北から南まで全国各地の地域，農漁村，商業地など生活環境の違う地域の，それぞれのよさを積極的に取り上げて表現に生かしたり，お互いが理解し交流したりできるように配慮しています。
	3・4上p26・27
3・4下p20・21

5・6上p4・5，p10・11

5・6下p10・11，p30・31

	
	地域の実態に合わせて入手可能な材料を使用したり，テーマ設定に配慮したりして，どの地域の学校でも対応可能な構成にしています。
	全般に

	
	当該学年で，あるといいなと思われる材料を紹介することで，地域や学校の実態に合わせて参考にしたりできます。
	各学年p43

	他教科や外国語活動と関連付けられているか
	生活科や国語科，算数科，外国語活動などとの関連づけ，高学年の鑑賞では社会科などとの関連づけを配慮して題材やページ構成を考えています。
	1・2上30・31，p36
1・2下p31，37
3・4上14・15，p29，p32

3・4下p17
5・6上裏表紙，p30，p36・37
5・6下p18・19，p25，p36・37


４．編制度

	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	題材の系統性について配慮されているか
	各題材の系統性は，低・中・高学年で造形学習の基調となる子どもの心身の成長発達を全国各地の実践報告をもとに研究して取り上げ，だれでも造形能力が身につくように工夫しています。
	全般に

	
	題材の分類は，学習指導要領に示された「造形遊びをする」「絵や立体に表す」「工作に表す」「鑑賞する」と，それらに限定できない内容となっており，学習内容の順序性を考慮したカリキュラム順に示すことを原則としています。
	全般に

	全般に内容の配列や学年の順序性は工夫されているか
	子どもの造形的な創造活動を大切にして，低学年では「かんじたことを」「おもったことを」，中学年では「よさを見つけて」「ちがいをみとめて」，高学年では「心を通わせて」「伝え合って」と造形活動に取り組むねらいが明解になるように学年のテーマを設定しています。
	全般に

	内容の分量は適切であるか
	地域や学校の実態，子どもの状況に合わせて題材を選択したり組み合わせたりして，教科書が十分に活用できるように工夫しています。
	全般に


５．表現

	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	文章表現は適切であるか
	子どもたちが造形活動をする場合に，各題材の学習内容を理解しやすいように以下の内容で構成しています。
①学習のめあて…学習活動の概要を，子どもにわかりやすい短い文章で，題材名（タイトル）の上に表示しています。
②題材名（タイトル）…子どもの興味や意欲を引き出すために，学習の内容をつかみやすい言葉で示しています。
③主な用具のマーク…活動に必要な用具を一目でわかるように示しています。用具の系統的な指導にも役立つようになっています。
④導入文…一読することで，関心・意欲や構想など，表現活動のきっかけとなり，学習内容が理解できるように示しています。
⑤くふうマーク…試しながら活動してほしいポイントを示しています。
⑥安全マーク…危険が伴う活動には十分に注意して扱うように示しています。
⑦かたづけマーク…環境保全も考慮しながら，後かたづけのしかたを示しています。
⑧ふりかえりマーク…学びの成就感や活動の振り返り，鑑賞や展示のしかた，次の学習への展開にも役立つよう示しています。
⑨その他…作品例の説明や図解の説明なども明解で，子どもの関心を引き表現意欲に結びつく内容になっています。
	全般に

	図版・写真などは学習内容と関連付けられているか
	各題材で取り上げている写真や作品例はよく吟味され，学習に役立つ情報源となるように提示されています。
	全般に

	レイアウトは斬新であるか
	発想や構想のヒントとなるキャラクターからの投げかけ，発想や構想したものを実現化するための手順や用具の扱い（「くふう」），活動を振り返っての鑑賞や評価（「ふりかえり」）など学習・指導のプロセスが関連づけしやすいレイアウトを心がけました。
	全般に

	つくる過程や図解は明確であるか
	構造図や図解などを多用し，子どもたちが説明図を読み取る力を身につけられることを考慮しています。
	1・2上p8・9，p14・15，p16，p24，p33，p34・35，p37
1・2下p8・9，p22，p23，p30，p32・33，p36

3・4上p8・9，p13，p14・15，p28・29，p36・37
3・4下p10，p15，p17，
p24・25，p32・33，p36・37
5・6上p12・13，p32・33，
p34・35，p40・41
5・6下p12・13，p16・17，
p28・29，p30・31，p34・35


６．造本・体裁

	主要な観点
	編集の特色
	該当ページ

	印刷は鮮明であるか
	最新の製版・印刷技術を駆使し，児童作品，美術作品のニュアンスや材質感などの忠実な再現に努めています。用紙は図画工作科の教科書として，再生紙の中で最適の良質コート紙を使用しています。
	全般に

	製本は堅牢であるか
	製本は約30カ所という細かい目をつけたミシン糸の中綴じで，長期の使用に耐える堅牢で丈夫な造本にしています。
	全般に

	
	表紙は耐水性のあるコーテｨングが施されており，丈夫であり，かつ，水濡れに対しても耐久性があります。
	表紙，裏表紙

	装丁は工夫されているか
	表紙で使用する作品例は全図を掲載し，作品本来のよさを感じ取れることを重視しています。そのため，タイトルの教科名には，力強さを感じさせながらすっきりとした書体を使い，余白を多くとることで，作品が引き立つデザインにして，自然と目がいくような工夫をしています。また，右下には学年にふさわしい材料にサブタイトルをあしらって，より身近に感じられるようにしています。
	表紙

	
	「図画工作を通してのコミュニケーション」をテーマにした，それぞれの学年の造形活動を紹介しています。
	裏表紙

	安全は配慮されているか
	植物性インクを使用しているので，従来の印刷に比べ人体への影響が少なく，また化学物質に過敏な児童のため，表紙の表面加工を工夫して，化学物質の残存値を少なくするための努力が行われています。
	全般に

	環境に配慮しているか
	資源保護に配慮し，写真の鮮明性を保ちながら，表紙・本文ともに再生紙を使用しています。印刷工程での環境への配慮という観点から，植物性インクを採用しています。
	全般に
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